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J訟は兵庫生物第2巻3号に「美方郡兎塚村入問川上流 i 全長 178-80粍の中メ瀞のもの4尾の測定表は次の通
のイワずに就て」と題じ- c 但馬のイワ? を述べたっその! りである。
中で持匡県に於ては日本海に流^ ずる) I j の上流に民息 t

するが、瀬戸内海に流スずる河川には援息しないと書
いた。その論拠は「植物及毅物」第 6巻11号に大島E
帯向糊産イワナ類に関する研究1 I I .r日本本土の (
ワナ」の中に「種別を云為せずして腕的に云え峨 l
北地方並に日本海に商す・る北陸山陰のがj川の上流で7.1< I  

温的に低下せる場所には殆んど普通的にその主主を見る i
が、太平洋沿岸に於てt玄関東並に東海道各地の河)11の ;
最上流に嵐息じているばかりであって熊野川の流域以:

l性
全 長
背鰭・条数
事事鰭・条数
仰j線・鰭数
体長・頭長
体長・体高
頭長・・限径

No.3 
会♀ 合

173 152 
1II ，10 !  1II.， 11 1II ，11 
1II; 9  1II， 9  1II， 8  
約 200 .  約 197 約 200
3.8 3.9 3.7 
4.4 4.6 5.1 
4.8 4.8 5.1 

西には全然そのゑを見ない。東海道筋で云えば琵雷胡 i
に注ぐ割11、例えば野1+1J!1  . 平野;)11等の最上海に時イ i
ワ王子治丸、るが、それから西して淀川水系ならひ刊こ紀の i
川水系に移ればこの魚は俄然主主をひそめてしまち」と:

頭長ト・d戸吻尾長柄霊 3.4 頭長 2.3 2.4 I  2.5 
16 17 

飽和 4 + 9 4 + 9  、4;:9
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No.4 
合
154 
1II，11 
1II， 9  
約 200
3.7 
5.1 
5.0 
3.5 
2.5 
17' 
4+10 

書いてあり、また岡田誠一郎、中村守純両氏共著「日 l 全長 17沼3符の雄の卵径2粍で未成熱のもので1あbる。
2京転淡7水巴1<魚類J 14凶4却0頁イ? ナの分布禍白kこは「奈良県熊野| 上記の認f識或及び測定表から見るι千種留l川11上流の擦2本伝側同tは主
川を分布の南限とL本'1'引升州、'"制lト附.悦地同貼じ部.北海道.千島及びこtれ1イ但馬のエゾイワナ s臼alv吟悶j向悶e町r巾 u田s Ieu収帥c∞om口ωE凶s (Pa呂11"己s心〉と
J;tft.tこ産する」と記してあるのによったのでらる。1 . iは次の点で異る。
かるところ兵庫県宍粟郡三河村三土中学校教諭で窓会!:  1  体側の斑紋は何れも瞳孔より小さい。じかして頭 ・，
捕の内側一氏f' t 購生物似の鵠を見られ同氏: 上及棚上につづく背側も小斑紋散在して虫慨を
郷劃丘くの千種川の上流宍粟郡千種村商河内にはイワ| 呈しない。
ナは健怠し但馬と同じくタY プリと詠するとの通知あ 2 倶目線より下方斑紋の聞に永紅色の小点が散在す
りその後直ちに岡地方に産するスナヤ Y メEntcsphe- る。
nus reissneri (Dybo.wski) の Amrncc白tes2，ヤマメ 3
Oncorhynchus rhcdurus Jord叩 & Mcgregor 2，ォ 4  体鱗の酔伺の CircuJ i は核を中心と L て同心円的
ヤニラミ Coreoperca K a w a m伽 ri (T..&: S.) 1 と共! に糊しているが搬に近い 1 - 2条は露出部守切
にイワナ 1 の送附を受けた。かくなると熊野川以西に| 断されている。
も墜するの旬開に興味あることと思い同氏に更に採; これらの相違点はイワナ Salverin田 plurius H iJg_ 

endorf の特徴でエゾイワナと異なるところである。集方を依頼した。内海氏は苦心して採集され 8 月の初。 iiそれー蜘三千種川上流産は大平洋に流スす・る河JIIiこすむ
め訟が姫路で認定講習をしている会場にわざわざもつ i| イワナに属するのであるo かくなると千種川よ疏産ρ

すれ体色は頭と共に灘聞で色濃く体側側線下も( 方面で島根県の西方まで分布ず;6? ? になると意気込
その色が淡くならない。鰭f' t 瓦青色、その中背鰭及び| んでいたが、その後田中茂徳氏蓑原色同苧魚類図鑑昭
尾鰭他国濃くその他の鰭は色が淡いーしかして胞鰭・| 和26年板を見右と25頁イ肝記載の分布に山陰道では

，山陽道では山口県の岩国川をこの魚腹鰭・瞥鰭の前縁は説白色を呈する。体側は瞳孔より の生活する限界とすると記してある。しかし問中先生，小さい淡賞灰色の円点で被われ側線下に於てはこれら 1; は悶蓄にも述べていられる嫌に日本産のイワナを 1種
の斑点聞に朱紅色のノj、点が混交している。なお側線上|| にまとめていられる。弘は大島正満氏と同意見で臼木

る。体麟ほ長筏円形で後方に肉って掘を増す。 Circuli Iずる川の上流産のイワナとを別種とす? るのである0・そ
は該を中心として同心円的に環状をなすが外縁に近ぃ! こで岩国川産が島根県から接続してすむエゾイワナか
1-:2条は露出部で切断されてL、る。採集標本10尾、
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昭泰昭島平1 月11日に行った時この
新芽を沢山攻って来て挿木をし下みJ J T 1、c と1-'ふ
た処、土も時季もその他の条件が皆

って出たばかりの白い柔かいものは
。約 3 ヵ月で枯れたカヰ目当大きえなっ
アたものや大小の小枝を切ったものな
: どは先鋭滞の芽のあるなしにかかわら‘
‘ず皆よ，くついている。
若L 日本の禿山の緑化を考えるな

tら成育環境が杉原谷の様な処を選ぶ〆
λ きであるが切株から次代の主主が寂
' れるから伐採後の椅林の手聞が省け
るし成長が% の年欽で利用の域迄達
するので大変な価値のあるものと確
i信を抱いているo
I 多可郡中町の森林正、岸本米夫郎
氏( 県内需要の電柱は全部この人が
.供給L てかlる〉の話では電柱用の杉 t

ゼも現在では殆んど挿木繁殖でらつ
で突生に比べると 4 、'5年間おくれ!
るがし 6年後の発育はずっと挿木
の方が成績がよいとの事である o 大
体電柱用材は挿木で40-50年という
、所だそうだから若しこれをセコイヤ
ーに代えるなら優に20年でその域に遥'
ずるから〈杉原谷の突生を見ても
】わかる〉若L セゴイヤ熱を全国的に
あげるなら爾後電柱用材の需要は非
常に楽になるものと考えるわけでお
る。
なおセコイヤの損木については

'T山林J
それによると挿木は 4 月中旬笛穏を

/  ・ょく水洗して掃す。日療をして余り風の当らない所が
よい。また7. 1 <掛の菅玉虫の困難な時は/ / ' ' . /ゴ摘しも成母
冶Zよい o
' 実生法は11月に取り蒔きにすると発芽率は最もよい
が霜柱の立つ様なところではよくないから春時にす
る。覆土は O . 5 c mにL て上からうずく瑛で被うてお
《とよい。
〔付記〕 昭和28年 1 月11日調査の節森林組合の好意

じて感謝の意を表しておく。 (28:12.20.田中〉
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.11工授で% 大、] l i主種子で 4倍犬、 E は弘倍である
〔皇室井云〕ここに載せた図は昭和田年11月15目、回

申先生の案内で現場を見ることが出来た時に採集じた
l校を岡村はた先生に写生して買い摘入したもの。

(P221カ〉ら〉
或は熊野川、千極J 11からとんで産するイワナかが問題
となる。も L前者であるとすると千種川上計直がもっ
とも最近内海氏の報告によると西河内の分水績を西に
越して岡山県英田郡西粟倉村大芽吉井川の上流にも箆
息するとのことであるから兵庫県に近い所がそれより
以西より発見されなければ分布の西限となると思号。
本稿は全く内海卯一氏御探集の標本と報告によって記
述したもので、同氏に最大の謝意を表する。
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